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グ

1
7
が
メ
プ
イ
ス
卜
を
し
て
豪
語
せ
し
め
花
や
う
に
、
一
陣
川
附
ご
海
軍
己
貿
易
ご
が
、

三
事
一
慢
の
動
作
で
め

る
こ
=
は
、
古
今
東
西
に
幾
多
の
例
を
見
る
の
で
ゐ
っ
て
、

日
本
に
於

τι
中
世
の
海
軍
史
海
運
史
苫
て
ま
た
迩

古
の
海
外
貿
易
-
犯
の
上
に
も
願
著
な
現
象
己
な
っ
て
起
っ
て
を
る
の
で
あ
る
。
倭
冠
も
亦
そ
の
一
例
を
成

L
、
暴

行
掠
傘
よ
り
強
行
貿
易
に
進
み
、
延
い
て
海
運
貿
易
ピ
海
外
様
展
ビ
を
促
が
し
・
間
接
に
は
近
世
日
本
の
闘
運
進

歩
に
大
な
る
影
響
を
白
人
た
こ
さ
は
、
今
一
見
加
地
一
読
す
る
の
要
は
な
い
。
今
ニ
、
に
税
理
師
事
官
試
み
ん
ざ
す
る
所

は
、
倭
冠
を
ば
別
に
U
A

航
ご
呼
ん
に
ニ
古
に
闘
し
て
、

川

A

Y

ご
い
ふ
諾
の
肉
家
ご
語
義
子
台
、
の
繭
盟
題
ぜ
で
ゐ
る

が
、
そ
れ
正
て
も
従
来

ω定
説
以
外
に
一
新
訟
を
立
て
る
ご
い
ふ
の
で
ば
な
〈
、

新
資
料
を
以

τ碍
訟
を
愈
々
確

定
せ
し
め
る
ご
い
w

ふ
こ
己
正
、

私
考
に
由
れ
ば
、

近
年
見
は
れ
た
異
訟
は
悠
々
肯
定

L
難
い

Z
い
ふ
-
』

E
Z
に
過

ぎ
な
い
。
賞
は
本
誌

ω今
年
五
月
続
に
著
は
し
た
拙
稿
w

府
宋
一
冗
昨
代
に
於
け
る
上
海
£
日
本
ご
の
史
的
側
係
の

一
篇
に
続
い
て
、

明
時
代
に
於

υる
耐
土
の
闘
係
を
起
草
す
る
筈
で
あ
っ
た
所
・
嘉
靖
年
間

ω倭
冠
の
防
刷
端
正
し

て
の
上
海
城
の
築
造
正
、

明
末
に
起
る
上
海
等
に
於
け
る
日
支
貿
易
復
興
正
に
就
い
て
の
取
調
な
は
足
ら

F
る
も

! ~!， 
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の
が
あ
る
の
で
、
倭
冠
に
漣
閲
す
る
バ
川
ン
の
語
意
の
致
究
を
費
表
し
て
、
一
近
世
日
本
貿
易
史
料
Z
日
本
外
来
語

市
民
考
古
に
柳
か
寄
典
す
る

--FV』
以
て
常
面
の
責
を
塞
が
う
ご
す
る
の
で
あ
る
。

ま
づ
J

ρ

y

t
い
ふ
語
の
出
品
川
(

h

f

考
ふ
る
に
、
従
来
世
に
あ
ら
は
れ
た
史
料
で
は
、
天

E
十
七
年
二
五
八
九
)

の
松
浦
文
書
が
最
も
古
レ
ゃ
う
で
ゐ
る
o

ぞ
れ
は
同
年
十
月
五
日
付
一
半
戸
の
給
浦
法
印
銭
信
に
宛
豊
臣
氏
よ
b
畿

せ
ら

μ
記
者
放
で
、
そ
の
一
節
に
、

従
大
府
今
懇
望
相
渡
候
進
物
之
般
川
崎
市
候
庭
、
去
森
其
方
自
領
焼
町

W-ア
ツ
ク

7
4
Z
申
唐
人
鋳
大
勝
、
れ
ハ
昨

に
棺
越
、
唐
鋤
之
荷
物

U
T
W
W候
肉
被
問
召
候
、
〔
組
側
時
J

ピ
見
え
る
の
で
あ
る
。
稿
下
っ
て
朝
鮮
役
の
頃
に
も
二
三
の
用
語
例
を
見
出
す
。
卸
も
文
織
一
冗
年
六
月
二
十
四
日

付
加
藤
清
正
よ
り
長
塚
靖
国
へ
の
書
欣
に
も
、

。。

大
唐
ベ
現
申
儀
以
、
肥
前
浦
々
共
過
H
T
じ
は
、
ば
は
ん
商
寅
じ
罷
越
、
大
唐
に
ゐ
。
っ
き
候
て
居
申
候
閥
、
是

非
に
大
唐
被
選
候
事
・
下
々
迄
も
恭
一
仔
一
吋
彼
致
Z
申
候
、
〔
紘
一
回

Z
ゐ・
9
、
文
鵡
二
年
十
一
月
八
日
付
、
小
西
行
長
よ
り
浅
野
へ
の
書
紋
に
も
、
亦
左
の
如
〈
出
て
を
る
。

五
島
一
中
戸
之
唐
人
円
八
昨
仕
候
肉
、
被
成
下
御
朱
印
候
・
昨
日
致
頂
戴
候
、
則
一
中
戸
五
島
是
に
在
陣
仕
候
問
、
上

意
之
旨
申
閥
、
常
事
朴
大
唐
へ
阿
買
に
罷
出
候
唐
人
其
外
何
れ
も
相
留
改
申
候
、
不
獲
川
口
れ
可
樋
上
候
事
云
て

〔
制
時
詞
〕
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考

い
づ
れ
も
倭
冠
の
出
畿
地
ご

L
て
著
名
な
卒
戸
五
島
過
の
肥
前
の
地
に
闘
す
る
の
は
不
思
議
は
な
い
。
慶
長
年
中

期
沓
庵
め
編
纂
ご
い
ふ
朝
鮮
征
伐
記
に
も
、
「
若
下
知
な
ふ
し
て
靭
せ
ん
に
入
な
ば
人
幡
か
強
盗
か
ど
人
の
正
が
め

も
あ
る
べ
し
」
ご
あ
る
の
ご
思
合
は
さ
れ
る
。
慶
長
二
三
年
-
頃
が
人
月
二
十
日
付
仁
て
豊
臣
氏
の
五
大
老
よ
り
松

浦
銭
信
宛
の
書
般
に
も
、

r
r
r
v
w之
儀
、
従
先
年
被
成
停
止
候
慮
、
嘗
年
狼
之
輩
有
之
付
而
、
加
成
敗
候
、
向
牧
之
儀
は
、
先
年
如

御
置
目
、
其
領
主
共
に
可
匁
御
成
敗
候
僚
被
得
其
意
、
出
納
師
朝
入
被
念
、
竪
可
被
相
改
候
、

t
あ
る
o

い
づ
れ
も
豊
山
氏
が
支
那
へ
の
倭
冠
帥
も
バ
』

V

海
賊
或
は
j

』
ン
商
貰
を
禁
止
し
た
政
策
の
あ
ら
は

れ
で
ゐ
っ
た
。
然
l
支
那
で
は
豊
白
氏
の
征
韓
軍
吉
封
明
戦

F
e以
τや
は
b
倭
冠
の
焼
大
ご
昆
て
ゐ
花
。

徳
川
氏
時
代
に
入
っ
て
慶
長
元
和
の
頃
、
こ
の
語
は
叉
日
本
の
外
交
文
書
聞
に
散
見
し
て
ゐ
る
ニ
E
は
、
異
国

日
記
外
蕃
通
書
通
航
一
覧
な
ど
で
知
ら
れ
る
J

慶
長
七
年
八
月
・
家
康
よ
り
呂
宋
太
守
的
も
西
班
牙
傾
比
枠
資
総

督
に
典
へ
た
害
状
に
も
、
「
白
本
邦
出
入
幡
舟
輩
・
悉
抹
殺
語
、
城
中
到
遠
島
越
阪
、
捕
加
制
止
之
厳
命
」
Z
あ
る

の
は
、
比
島
へ
選
任
す
る
本
邦
の
海
賊
の
取
締
を
同
島
総
督
へ
通
知
し
た
の
で
あ
っ
て
、
豊
岡
氏
徳
川
氏
Z
相
繊

い
で
強
力
な
る
兵
機
政
雄

ee握
っ
た
か
ら
、
倭
冠
の
厳
重
な
禁
止
も
出
来
、
従
っ
て
八
幡
舟
よ
り
朱
印
般
ヘ
ピ
移

。
ゆ
い
た
次
第
で
あ
る
。
慶
長
十
五
年
十
一
月
十
二
日
付
・
(
一
六
一

O
年
十
二
月
入
日
)
、
阿
蘭
陀
園
よ
り
幕
府

の
官
憲
へ
の
書
面
の
誇
文
中
に
、

日
蘭
貿
易
の
擁
護
Z
蘭
人
の
保
護

F
e謝
す
る
に
方
。
、
「
は
る
正
ぎ
す
申
上
候



は
、
お
ら
ん
げ
い
の
者
は
盗
人

r
v
u
y
t色
々
申
上
候
へ
共
、
不
被
聞
召
、
被
添
御
心
候
儀
、

則
我
等
仁
御
厚
恩

宮
町
賀
市
候
」

E
陳
べ
押
印
。
捕
時
術
牙
人
は
・
後
か
ら
日
本
へ
貿
易
に
来
た
蘭
人
や
英
人
を
ば
、
皆
海
賊
に
入
幡
ザ
ド

吉
、
中
傷
し

τ排
斥
し
よ
う
ご
企

τた
の
を
、
幕
府
は
一
誠
同
仁
に
過
L
た
の
を
戚
謝
し
党
文
句
で
め
る
。
英
一

例
は
、
葡
萄
牙
領
側
側
牙
の
鳩
山
地
の
長
老
来
よ
り
幕
府
の
土
井
利
勝
{
仰
の
文
書
の
謬
に
も
あ
ら
は
れ

τゐ
る
。
そ

れ
は
元
和
七
年
六
月
二
十
五
日
付
に
な
っ
て
ゐ
る
。

近
年
は
お
ら
ん
ガ
の

r
r
r
r十
三
そ
う
海
中
に
う
か
め
居
申
候
に
付
而
、
大
黙
舶
は
不
能
成
、
小
舟
に
て
波

L
候
、
何
共
迷
惑
仕
候
問
、
お
な
じ
〈
は
ば
は
ん
舟
半
戸
に
被
召
置
候
様
に
被
仰
付
被
下
候
は
uv
恭
可
存
候
、

お
ら
ん
だ
は

r
r
u計
仕
候
に
付
而
徐
闘
に
は
世
不
申
故
、
中
戸
に
居
申
候
、

之
仁
劃
す
る
利
勝
よ
b
の
漢
文
の
返
書
に
は
j

川
ン
の
か
は
ち
に
賊
船
正
か
彬
冠
ご
か
の
文
字
を
用
ゐ
て
あ
る

が
、
九
月
二
十
三
日
付
和
文
の
返
書
案
の
方
に
は
・
「
日
本
近
所
に
而
は
は
は
ん
不
仕
徒
に
被
仰
付
候
」
t
見
台

τ

ゐ
る
。
蘭
舶
を
卒
戸
に
泣
き
、
長
崎
に
優
先
L
T
を
る
葡
舶
の
阪
得
椛
を
侵
さ
な
い
ν
ゃ
う
仁
ピ
、
備
制
鳩
港
か
ら

の
請
求
で
ゐ
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
後
年
に
は
日
本
へ
渡
海
L
来
る
支
那
般
に
劃
す
る
蘭
船
の
攻
撃
を
阻
止
す
る
禁

令
が
幕
府
か
ら
蘭
人
に
奥
へ
ら
れ
た
。
鎖
闘
牧
凡
そ
二
十
年
の
蔦
泊
二
年
三
月
入
日
、
江
戸
よ
り
長
崎
に
蹄
る
蘭

使

ω時
府
軍
家
へ
の
暇
乞
の
を
hJ
、
始
め
て
蘭
使
に
劃
し
て
「
法
令
」
を
誠
聞
か
せ
る
慣
例
が
出
来
た
。
そ
の
一
正
し

て
「
日
本
渡
海
之
唐
般
に

r
r
r仕
問
敷
候
端
」
E
い
ふ
筒
僚
が
ゐ
る
。
寛
文
元
年
の
場
合
に
も
同
じ
文
句
で
法
令

論

叢

J、
幡

船

幸

第
二
十
一
容

(
第
四
韓
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論

入

幡そ
れ
は
永
〈
恒
例
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
延
資
元
年
三
月
の
A

す
に
は
、
「
琉
球
闘
は
日
本
に
附

属
之
闘
に
候
間
.
何
方
に
て
見
合
候
共
彼
船
山
は
ハ
ル
仕
ぺ
か
ら

5
品
事
」

Z
警
め
た
。
蘭
人
が
海
賊
で
あ
る

Z
ν

が
見
ね
て
ゐ
る
が
、

ふ
宜
備
は
先
入
主
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
後
世
ま
で
日
本
人
の
一
部
の
聞
に
は
依
然
信
暗
ら
れ
て
ゐ
た
こ
ご
は
、
渡

逃
半
巾
地
訓
剖
認
の
賞
、
水
六
年
入
片
の
封
話
中
仁
、
「
日
本
へ
来
る
日
聞
は
皆
盗
物
也
、
阿
蘭
陀
人
の
日
本
へ
貨
に
持
表
の

品
身
彼
困

ω土
産
に
ゐ
ら
?
過
字
詰
幽
の
土
産

r
r
r
L来
る
も
の
弘
」
ピ
あ
る
の
を
見
て
も
推
知
す
る
こ

Z
が

出
来
る
。

か
く
の
如
岩
外
交
文
書
の
み
な
ら
宇
寛
文
以
後
の
史
籍
や
雑
書
に
、
こ
の
バ
』
ン
の
語
は
屡
々
見
受
り
る
の
で

あ
る
が
、
従
っ
て
徳
川
初
期
中
期
の
文
事
仁
も
反
響
し
て
ゐ
る
。
初
期
の
方
で
は
、
明
暦
一
克
年
刊
行
、
良
徳
等
一

振
の
漣
俳
集
な
る
紅
梅
千
句
を
見
る
ご
、
左

ω如
き
ニ
例
が
あ
る
。

正

章

，.--‘ーノ'-園田、
ひかょ
んねり
が τ っ
し 』工・ね
l二 11・iこ
り tJ・稀
かのな
ひ周庇
工心犬
1ドぞき

〈すき
るるに
主主 1e 
目て
カ玄

I/J 

長

久

長

頭

九

戸--ヘー'・・、
民醤 f;J.・か
み ば ・ ら
てん・の
をど締考
く う l二
石 L 新土
火も維ラ
矢この
の、絹
7こ ろ を
まゆ盗
「るみ
す事、炉

与 すもへ

季

B年

長

頭

丸

正

章
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こ
の
集
以
前
に
は
寛
永
の
犬
子
集
、
油
糟
、
正
保
の
正
章
濁
吟
千
句
な
H
E
に
海
賊
の
句
は
多
い
。
こ
れ
ら
は
貞
門

の
作
句
で
ゐ
る
が
、
熊
胤
の
方
で
は
、

其
角
の
新
二
百
韻
の
う
ち
に
入
附
舟

ω句
が
一
つ
あ
る
。
天
和
三
年
内
作

で
あ
る
。

(
白
檀
流
れ
よ
す
る
磯
嵐

{
花
し
ら
ぬ
髭
王
入
幡
舟
ま
ね
〈

松

議

皐

白

戯
曲
で
は
近
松
物
に
ニ
つ
の
例
を
見
る
。
資
永
二
年
の
周
明
天
皇
職
人
査
一
一
に
「
き

τは
泌
賊

r
r
u艇
よ
な
、

... 。

但
し
は
往
漣
の
灰
hr
、
ど
ん
ぼ
う
か
」
芭
ゐ
h
，
、
正
徳
三
年
の
大
繊
冠

4
に
「
四
海
を
治
る
臣
は
船
、
ば
、
ん
の

W
W乗
せ
、
入
鹿
等
の
側
首
は
此
有
風
が
討
約
束
」
Z
ゐ
る
。
さ
し
れ
ば
一
克
職
享
保
の
丈
苧
に
於

τも
・
徳
川
初
期

の
用
例
ピ
同
様
で
ゐ
っ
た
こ
ご
が
わ
か
る
。
こ
の
時
代
の
通
話
正
し
て
海
盗
-
f
j
ρ
V
Z
い
っ
た
こ
記
、
元
旅
五

仁
和
七
丁
の
れ
ん
献
の
語
の
註
に
も
げ
ん
附
是
は

年
の
白
援
の
あ
る
京
郷
伊
勝
信
徳
の
俳
常
備
書
な
る
摘
火
打
(
刊
本
)

海
賊
の
名
な
り
ご
山
で
を
る
の
み
な
ら
す
、

元
鵡
の
書
言
目
午
考
鳩

E
徳

ω和
漢
三
才
闘
食
時
に
も
載
っ

τゐ
る

が
、
術
そ
れ
ら
は
後
に
述
べ
る
こ
ご
に
す
る
。

遡

τバ
ρ

ン
の
繭
が
、

日
本
の
齢
者
に
搭
載
せ
ら
れ
た
経
過
正
、
諸
原
の
詮
索
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
路
ご
を

探
ら
う
ピ
忠
ふ
。
先
づ
私
は
足
利
時
代
に
編
纂
さ
れ
て
徳
川
時
代
の
中
期
ま
で
凡
二
百
五
十
年
程
の
聞
に
脅
迭
を

遂
げ
た
節
刷
集
の
類
を
博
(
捜
し
た
が
、

こ
の
語
の
見
ね
て
ゐ
る
本
は
僅
に
三
穏
し
か
無
か
っ
た
こ
ご
を
知
つ
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た
。
無
論
文
安
の
下
等
集
じ
は
な
い
。
天
文
の
蓮
歩
色
葉
集
に
も
ま
だ
出
て
来
な
い
九
天
正
十
入
年
の
堺
港
の
刊

本
に
も
な
け
れ
ば
、
慶
長
二
年

ω易
林
本
並
に
同
系
統

ω諸
柿
の
刊
本
を
は
じ
め
、
寛
文
延
貨

ω培
徳
版
本
に
も

鬼
b
A
r
、
漸
〈
元
総
十
一
年
の
自
序
の
ゐ
る
様
島
昭
式
の
書
言
字
考
節
用
集
に
至
っ
て
、
都
府
の
文
字
で
標
出

し
、
叉
作
八
幡
己
註

L
、
刷
出
夷
傘
他
航
一
耳
爾
正
稗
し
た
の
に
出
曾
ふ
の
で
あ
る
o

刊
本
で
唯
一
の
艇
長
頃
の
健
頑

属
刊
本
の
人
倫
の
部
に
番
耐
の
二
字
が
振
微
名
附
き
で
出
て
を
る
の
を
、
極
め
て
珍
ざ
す
る
ο

長
崎
吉
利
支
丹
版

(
慶
長
三
年
)
の
瀧
葉
集
仁
は
出
て
を
る
か
正
期
待
し
た
が
、
こ
れ
に
も
無
い
。
古
潟
本
で
は
大
槻
博
士
の
所
戚
本

正
大
阪
国
書
館
の
減
本
ピ
に
、
同
じ
〈
番
舶
ご
み
の
る
の
を
鬼
出
し
た
。
前
者
は
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
後
者
は
永

誠
二
年
の
潟
ご
な
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
同
人
年
少
し
以
後
の
も
の

r
t橋
本
進
吉
氏
の
古
本
節
用
集
の
研
究
に
見

え
る
o

而
Lτ
前
者
は
同
研
究
に
い
は
ゆ
る
北
部
根
園
本
で
あ
っ
て
、
系
統
は
後
者
即
ち
永
雄
二
年
本
ド
最
も
近
い

の
で
ゐ
Z
o
き
れ
ば
、

J

川
川
ン
の
誌
が
節
用
集
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、
元
和
咽
天
正
年
聞
か
、
早
〈
ご
も
永
減
、
選

〈
芭
も
慶
長
記
い
ふ
位
に
漠
然
た
る
司
』
己
の
ほ
か
言
へ
な
い
。
但
L
香
川
の
文
字
を
宛
て
た
の
は
、
蕃
舶
の
意
味

に
解
し
た
の

ι
L
て、

一
日
制
の
語
原
考
が
窺
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

前
記

ω落
葉
集
は
節
用
集
系
統
ピ
鬼
倣
さ
れ
る
か
ら
、
多
数

ω俳
書
に
従
っ
て
J

ρ

v

の
請
を
採
録
し
な
い
の

も
自
然
で
あ
る
が
、
文
旅
の
天
草
吉
利
支
丹
版
の
栓
丁
僻
書
に
も
見
え
な
い
の
は
和
意
外
の
戚
が
あ
る
o

盟
主
E

の
和
諜
に
は
「
海
叫
附
す
る
も
の
」
正
あ
る
に
り
で
あ
る
。
然
る
に
慶
長
八
年
(
一
六

O
三
)
長
崎
耶
蘇
曾
版

ω日
本
葡



ゆ
〈
-
断
固
肱
又
・
町
駅

rw」
の
こ

z
rご
い
ふ
。

ニ
の
日
葡
俳
書
を
築
詳
し
た
-H

ジ
ェ
ー
の
日
仰
僻
書
に
は
、

の

萄
牙
僻
書
に
は
J
ρ

ン、

J

ρ

y

プ
ヰ
、

ノ
ρ

y

J

/

ン
の
三
語
を
標
出
し

τ葡
萄
牙
説
を
以
て
略
解
し
て
あ
る
。

J

J

V

 

国
丘
町
ロ
を
蒋
し
で
は
「
日
本
か
ら
外
へ
支
那
や
英
他
の
地
方
へ
迩
み
に
出
掛
け
る
」

ラ

Y
M
エ
ス
エ
ン
パ
ル
カ
サ
ン

バ
川
ン
プ
ヰ
ピ
は
「
外
鴎
へ
盗
み
に
出
掛
け
る
盗
賊
の
船
舶
」
の
こ
ピ

こ
ご
ご
し
て
あ
る
。

j

J

V

ジ
Y

ご
は
「
此
の
盗
事
を
L
に

詩
文
を
簡
捷
し
て
皐
げ

τあ
る
ロ
近
年
長
崎
の
武
藤
長
蔵
氏
又
は
古
賀
十
二
郎
氏
に
由
て
賛
同
地
せ
ら
れ
た
字
引

で
、
長
崎
通
詞
が
徳
川
初
期
に
書
憎
め
た
ら
し
い
東
詞
集
解
ピ
い
ふ
書
が
あ
る
o

後
世
の
侍
潟
本
で
は
あ
る
が
、

配
日
入
を
-
一
ア
タ
ラ

y
・
7

、
メ
ン
、

W
M
E
e
Z
ア
ル
・
ラ
タ
ラ
ン
ご
振
似
名
を
つ
け
、
そ
の
下
に
於
て
別
に
破
宇
人
の

rrrj
川
ン
ジ
ン
、
右
傍
に
コ
サ
イ
吋
ノ
ー
・
ヲ
、
メ
ン
ご
振
仮
名
L
、
又

r
rに
コ
す
イ

p
ヨ
λ
Z
傍
記
し
、

戒
は
砂
利
T

の
文
字
を
も
併
せ
使
つ

τめ
る
。
フ
タ
ラ
ン
・
7

、
メ

y
は
術
語
の

E
E
r
p
E
E
M
に
ゐ
た

b
、
マ

ア

ル
・
-
ア
タ
ラ
ン
は

E
E
F
ι
E
p

n
o
E
白
山
自
で
ゐ
ら
う
。

に
あ
た
る
。

“. 

コ
サ
イ
9

1
・
ヲ
、
メ

y
n
D
E
同一日
F
U
自
m
E

で、

コ
サ
イ

9
ヨ
且
は

以
上
詳
に
バ

ρ

ン
の
語
の
山
山
典
ご
し
て
、
古
文
書
古
記
録
よ
り
俗
文
拳
や
俗
語
辞
書
に
見
え
た
腕
を
奉
げ
た
か

ら
、
之
よ
り
此
話
の
語
義
に
闘
す
る
詮
索
を
し
よ
う
o

バ
』
ン
の
語
義
に
閲
す
る
設
の
見
え
た
の
は
、
寛
文
年
中

或
は
其
時
代
と
お
ぼ
し
き
編
著
に
始
ま
る
ご
忠
は
れ
る
り
れ

Y
一
も
、
慶
長
以
前
焼
仁
番
舶

ω文
字
を
充
て
ね
こ
芭

も
あ
b
、
徳
川
初
期
末
詳
的
年
代
に

r
m
T等
の
文
字
を
使
っ
ち
』
ご
は
、

一
樹
の
語
義
を
漣
想
し
た
も
の
正
せ
ね

論

叢

J、
幡
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考

拍
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ば
な
ら
ぬ
ば
か

h
で
な
(
、

明
か
に
賜
呂
宋
岡
太
守
番
へ
慶
長
七
年
)
に
於
て

rwMrの

崇
捕
聞
の
異
国
日
記
に
は
、

文
字
を
用
ゐ
て
ゐ
る
例
が
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
語
の
語
版
考
の
由
来
を
寛
文
以
前
に
基
(
も
の
ピ
認
定

L
て
よ
か
ら

う
語
、
」
忠
ふ
o
然
仁
明
白
に
考
誌
を
畿
表

L
た
審
物
で
は
、

ま
づ
寛
文
時
代
ピ

L
て
お
〈

ω外
な
h
v

の
で
ゐ
る
。
年

代
未
考
的
書
で
は
ゐ
る
が
・
野
山
崎
説
兵
守
一
徽
加
銭
口
義
正
題
す
る
お
本
の
中
に
、
「
円
八
附

f
r比
ピ
題
し
て
友
的
考

設
が
め
る
。

是
蛍
流
ノ
航
験
ナ
リ

J

、
刊
八
叫
附
ノ
文
字
ヲ
用
7

F

コ
ト
勺

rw』
武
榊
ナ
ル
故
、
守
護
ノ
意
ヲ
以
-
一
プ
世
即
時
是
ヲ

用
ヒ
タ

y
、
是
ヲ
バ
』

y

ト
一
五
コ
ト
』
異
国
ノ
意
ナ
H
Y

、
日
刀
山
崎
異
図
工
毎
年
既
存
セ
V

コ
ト
ァ

y
・

然

土

日

本
ト
異
閥
ト
ノ
境
-
一
川
叫
川
斗
ト
云
所
ア

7
・
嶋
ヲ
遁
戸
川
町
、
川
判
川
斗
ヨ
リ
人
数
ヲ
出
V
共
往
来
ヲ
妨
ル
コ

ト
多
カ

y
V
7
・
乃
嶋
和
睦

v-プ
此
妨
ヲ
ト
キ
タ
リ
、
立
(
後
此
験
ヲ
以
-
プ
往
来
自
在
ナ
リ
¥

呼
デ
バ
プ
，
ト
一
去
、
此
遺
風
ヲ
以
ア
飽
嶋
中
棋
代
々
コ
ノ
船
験
ヲ
用
ユ
ル
ナ
リ
‘

イ
ギ
-
P
A
此
験
ヲ

野
嶋
家
は
伊
輸
措
能
嶋
に
起
b
、
倭
道
史
上
に
有
名
で
彼
我
の
史
錯
に
出

τを
る
。
但
し
右
の
侍
警
に
あ
ら
は
れ
て

ゐ
る
仰
設
は
、
陵
昧
な
所
が
ゐ
っ
て
、
古
仰
古
新
志
ピ
が
相
錯
雑
し

1
1
ま
っ
た
品
川
に
見
え
、
時
代
の
錯
誤
も
あ

る
ご
思
は
れ
る
o

花
見
に
よ
れ
ば
、

野
嶋

ω海
川
酬
が
朱
印
船
や
南
敏
捺
舶
に
加
勢
し
て
盛
長
元
和

ω交
に
英
国
船

の
侵
入
を
妨
碍
L
た
-
』
ご
で
も
あ
っ
た
事
柄
を
き
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
古
考
へ
ら
れ
る
o

市
治
通
紀

ω方
に

は
明
瞭
な
記
述
が
め
る
。
こ
の
野
史
は
寛
文
三
年
香
西
成
資
の
稿

L
た
の
を
亨
保
二
年
枝
定
L
た
肉
に
見
え
て
ゐ
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四
九
五

る
が
、
怒
六
の
讃
州
寒
川
左
馬
危
出
陣
西
川
記

ω章
の
中
に
、

4 
ト 1 、

永
正
九
年
春
、
寒
川
氏
依
大
内
義
典
之
命
、
兵
卒
ヲ
揃
へ
引
回
ノ
浦
ニ
ア
舟
揃
V

7
、
・
:
:
・
・
備
後
ノ
鞠
-
一
副

着
U
V

噛
聞
州
能
嶋
品
通
達
U
-
一
フ
能
嶋
来
嶋
(
久
髄
鴫
)
院
嶋
(
困
嶋
)
ノ
兵
船
相
加

y
・
商
蕃
-
一
趣
キ
洋
中
-
一
到
戸
、

-
日
本
船
ノ
兵
具
ヲ
備
b
F

戸
ヲ
見
ア
恐
怖
ジ
異
邦
人
?
:
・
・
、
日
本
船
皆
入
幡
宮
ノ
文
字
ヲ
書
-7
舟
印

パ
ハ
ン
シ
ウ

ト
ジ
立
b
y
w

故
三
異
邦
人
ヨ

y
日
本
船
ヲ
サ

V
7
八
幡
品
川
ト
一
五
事
司
コ
ノ
ト
キ
ヨ

y
始
?
グ
晶
、

己
あ
る
。
永
正
九
年
は
草
加
靖

ωす
「
前
の
正
徳
の
七
年
(
一
五
一
二
)
に
あ
た
る
。
問
書
巻
入
に
漁
州
飽
嶋
氏
侵
大

明
国
記
の
一
章
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
嘉
晴
年
中
の
事
が
出
て
ゐ
る
。

明
世
宗
嘉
靖
年
中
ユ
倭
ノ
賊
航
大
明
国
ニ
入
-7
其
溢
撹
ヲ
侵
λ

事
ア

y
、
:
:
・
天
文

U
治
ノ
年
ニ
ア
タ
ル
、

:
コ
ノ
時
我
国
ノ
賊
船
各
人
幡
宮
ノ
峨
ヲ
立
テ
洋
中
-
一
的
-7
、
商
蕃
/
市
舶
ヲ
侵
uy

掠メ-一
7
其
財
産
ヲ
奪

ァ
、
故

-r其
川
削
船
7
稀
U
F
プ
入
幡
般
ト
呼
由
也

取
得
的
乱
記
純
正
は
陶
海
地
紀
に
嬢
っ
て
j

A

ン
の
事
h
z

述
べ
た
も
の
ご
袋
せ
ら
れ
る
か
ら
:
仁
は
引
か
ぬ
。

正
に
か
〈
明
的
正
徳
立
川
靖
年
間
却
も
我
が
永
正
天
文
時
代
に
狙
加
酬
を
逗

L
う
し
た
倭
冠
的
舶
を
、
そ
の
舶
印
L
に

よ
h
て
八
幡
舶
己
支
那
人
が
呼
倣
す
に
至
っ
た
も
の
ご
す
る
の
で
あ
る
。
寛
文
十
年
に
林
泰
嫌
内
序
ゐ
る
純
本
朝

週
一
鉱
時
一
川
λ

に
も
、
天
文
二
十
一
年
嘉
靖
三
十
一
年
揃
来
の
倭
定
を
記
し
た
僚
下
の
註
に
、
倭
冠
山
加
が
旗
を
立

τ

て
入
幡
大
菩
薩

ω五
字
を
書
し
で
あ
っ
た
故
に
支
那
人
が
入
幡
賊
船
ピ
呼
ぴ
、
入
幡
の
音
が
鞠
じ
て
婆
生
-
t
な
っ
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四
丸
山
ハ

た
の
に
さ
出
て
ゐ
る
。
下
っ
て
我
が
正
徳
二
年
自
序
の
和
漢
三
才
闘
曾
待
に
も
、
享
保
四
年

ω
自
序
ゐ
る
西
川

知
見
の
長
崎
夜
話
草
一
」

に
も
・
同
じ
語
原
設
が
見
え
た
0

古
代
話
平
に
は
、
唐
般
始
入
神
之
事
の
一
章
中
に
、
「
是

等
の
航
み
な
入
幡
の
ニ
字
を
書
て
品
川
し
る
し
の
銃
に
立
た
る
ゆ
へ
此
加
を

r
r
r
wご
い
で
り
、
日
川
耐
の
唐
韻
な

h
」

z-菅
蒋

L
て
ゐ
る
。
却
も
官
P
ロ
(
バ
ヌ
ア
ン
)
の
一
官
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
ピ
判
読
し
た
り
で
あ
る
。
谷
川

士
清
の
倭
訓
菜
司
容
は
躍
に
寺
嶋
良
安
の
三
才
闘
曾
を
引
用
し
た
に
正
V
ま
る
が
、
下
っ
て
高
田
奥
山
惜
の
松
屋

筆
記
時
五
に
は
、
「
卒
戸
の
古
寺
及

.
A
Z
Z
一吉詞」
Z
題
し
て
、
一
小
一
戸
仁
小
川
宗
理
簿
謄
産
自
市
是
正
い
ふ
家
宮
の

者
が
居
た
こ

zee記
る
し
、
共
に
バ

ρ
y
の
徒
で
あ
う
た
ぜ
い
ひ
、

ζ

の
バ
』

y
の
語
が
八
幡
の
字
を
唐
人
が
バ

パ

Y
(
?
)
ピ
い
へ
る
に
起
る
由
を
侍
抄
し
て
を
る
o

こ
れ
寛
文
年
同
か
ら
見
え
る
所
設
を
紹
越
す
る
だ
け
で
あ
る

が
、
爾
来
明
治
大
正
年
聞
の
倒
史
家
も
園
語
事
者
も
皆
八
幡
訴
を
採
用
L
て
怪
ま
す
に
居
記
。
調
b
長
沼
賢
泌
氏

は
奥
平
雑
誌
第
三
十
編

1
M
M
昨
に
於

τ、
「
倭
窟
ご
バ
コ
般
日
佐
賀
加
」
さ
題
す
る
論
文
仁
白

τ八
幡
設
に
疑

を
挟
み
、
こ
の
旗
峨
の
文
字
の
こ
芭
が
宅
も
支
那
の
倭
冠
文
献
に
見
え
凶
所
か
ら
見

τ、
む
し
ろ
別
な
考
を
立
て

に
引
け
る
支
出
課
舗
に
、
地
理
門
に
ぽ
を
安
車
問
で
山
知
正

バ
7
a
m
シ

バ』

V

は
安
小
閑
語
の
把
幹
(
海
倫
)
か
ら
来
た
の
で

い得
ひべ
、 き

人こ
事ビ
門を
に論
倫。じ
を、

斡士近
正勝
い正
ム祷
ごの
音安
詑南
し紹
て略
あ業
る

一巻
所
1:1' 

ら

は
な
い
が
ど
の
新
訟
を
畿
表
苫
れ
た
。
こ
の
新
設
は
、
直
に
後
藤
秀
穂
氏
の
攻
撃
を
受
け
て
早
川
非
主
れ
て
し
ま
っ

党
以
外
、
別
に
呼
臆
す
る
皐
者
が
あ
っ
允
伎
で
も
な
い
。
然
L
長
泌
氏
の
異
論
は
遁
嘗
な
懐
疑
に
畿
L
研
努
の
渇



だ
け
の
海
倫
パ
ア
カ
ン
設
よ
h
は
自
然
で
は
な
か
ら
う
か

Z
も
考
へ
た
o

長
沼
氏
の
新
考
は
、

そ
れ
が
安
商
議

程
上
一
感
省
慮
に
慣
す
る
も
の
ピ
思
ひ
、
私
一
也
入
幡

ω文
字
以
外
、
漢
字
の
近
代
支
那
昔
一
を
以
て
積
々
の
熟
字
を

推
測
し
て
見
た
こ
ピ
が
あ
る
。

-

A

Y

の
昔
に
い
く
ら
か
似
て
ゐ
る
昔
を
出
す
熟
字
で
は
、
白
替
、
白
帆
な
ど
の

外
、
F
D
Z
よ

U
犯
や
版
、

E
ロ
阿
古
よ
む
行
や
航
、
そ
の
他
い
ろ

y
¥の
文
田
子
を
考
へ
て
見
花
。
然
L
何
れ
も
み
な
多

g
カ
シ

少
の
可
能
性
が
あ
っ
て
蓋
然
性
が
極
め
て
乏
し
い
。
ジ
ヤ

4
w
・z
の
華
英
字
典
に
八
梓
ご
い
ふ
熟
字
に

E
E巾。『

。
切
。
昆
。
ご
Z
D
r
t
あ
る
の
を
も
怠
は
問
題
に
し
た
。
こ
の
方
が
長
沼
氏
が
便
宜
上
軍
請
を
結
合
さ
せ
て
遣
っ
た

(
華
売
諜
語
hr
ら
取
っ
た
の
だ
が
)
で
解
蒋
さ
れ
た
所
に
膝
史
的
地
理
的
徴
設
が
甚
だ
薄
弱
で
あ
る
し
、
叉
成
語

t

し
て
通
用
し
て
ゐ
る
や
否
や
魔
束
な
い
駄
が
言
語
拳
上
非
難
が
容
れ
ら
れ
る
ご
思
ム
。
無
論
カ
ン
を
直
に

ρν

正

し
た
所
に
も
言
語
事
上
無
理
が
存
す
る
。
叉
諸
蕃
志
に
も
出
て
を
る
禅
蕃
な
ど
の
文
字
も
あ
る
が
、
資
昔
上
積
耳

遠
い
悌
が
あ
る
。

な
は
入
幡
神
の
膝
史
を
根
本
的
に
研
究
し
た
こ
正
は
な
い
り
れ
Y
」
も
、
鎌
倉
時
代
以
後
殊
に
一
苅
冠
以
来
に
於
り

る
入
幡
崇
拝
に
闘
す
る
文
献
を
少
々
沙
激
し
て
も
み
た
ο
叉
八
幡
大
菩
薩
の
名
就
が
、
旗
峨
万
剣
な
ど
に
銘
記
苫

れ
た
跡
を
も
腕
察
し
た
。
例
へ
ば
梅
松
一
論
に
於
て
、
建
武
三
年
諜
五
月
二
十
五
日
、
足
利
曾
氏
が
九
州
よ
h
東

。
。
。
。
。

上
の
時
、
将
軍
の
御
座
舶
は
錦
の
御
旗
に
日
を
出
し
て
天
照
太
紳
入
幡
大
菩
薩
を
金
の
文
字
に
打
て
附
ら
れ
た
正

云
ふ
僚
の
あ
る
の
を
注
意
し
、
入
幡
の
般
旗
の
由
来
も
古
い
こ
ご
を
知
っ
ち
』
ど
が
あ
る
。
武
備
志
望
一
百
の
利

論

議

A 

幡

船

幸

第
二
十
一
巻

(
第
四
貌

} 

四
九
七
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第
四
揖

議

第
二
十
一
巻

船

考

。
。
。
。
。

器
の
部
で
、
日
本
刀
の
面
に

λ
橋
大
菩
藤
森
日
大
明
神
等
の
銘
を
撃
っ
て
あ
る
こ
子
宮
記
る
し
た
の
を
後
見
し
て

論

幡

= 
回
) 

λ 

四
九
λ

気
に
留
め
て
お
い
た
。
然
る
仁
郷
舜
功
の
日
本
一
鑑
窮
河
話
海
鵬
昨
を
見
る
に
至
っ
て
こ
の
動
に
関
す
る
多
年
の

疑
闘
が
氷
解
す
る
ニ
ご
を
得
化
。
こ
の
本
は
故
宮
岡
謙
蔵
氏
が
晩
年
に
支
那
か
ら
得
允
稀
糊
な
潟
本
で
あ
っ
て
、

同
氏
自
ら
郵
文
の
誌
上
に
解
題
を
し
た
こ
芭
も
あ
っ
た
が
、
著
者
は
其
肩
書
に
奉
使
宣
議
日
本
因
ぜ
も
ゐ
っ
て
、

嘉
靖
年
聞
に
本
邦
に
渡
来
し
九
州
場
に
滞
在
し
た
こ
ご
も
あ
っ
た
入
で
ゐ
る
。
薬
害
の
成
っ
た
の
は
嘉
靖
甲
子
四

。。

十
三
年
創
も
氷
蔽
七
年
西
純
一
五
大
四
年
で
あ
っ
た
。
美
容
ニ
器
用
の
部
に
臨
幡
t
標
し
て
友
の
如
き
匙
文
を
載

f
z
。

'寸‘

4
d華

宵
.
天
照
皇
太
紳
、
春
日
大
明
紳
、
円
八
昨

r
f
r，
法
場
之
内
多
用
之
・
海
舶
之
士
新
勝
之
、
即
時
宮
町
ず

之
‘
普
諮
夷
入
、
答
日
此
先
王
也
、
可
庇
賊
乎
、
震
言
日
今
不
禁
止
決
先
王
被
某
汚
由
也
、
答
日
然
、

ζ

れ
に
て
海
窓
が
入
幡
等
の
文
字
が
ゐ
る
所
の
麟
幡
を
奉
じ

τを
っ
た
こ
ピ
は
、
明
か
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
著
者

は
j

A

Y

の
語
に
向
つ
て
は
、
八
幡
の
文
字
を
充

τな
い
で
別
の
解
蒋
を
施
こ
し
て
を
h
J
、
私
た
も
に
新
し
い
疑

問
を
提
併
し
た
。
そ
れ
は
問
書
容
四
の
穣
呼
部
す
な
は
も
日
本
語
集
の
部
に
破
帆
E
ν
ふ
語
を
標
出
し
、
註
し
て

叫
附
盗
、
破
脱
者
謂
如
帆
破
之
醜
也
ご

L
た
。
而
し
て
客
三
の
農
桑
の
部
仁
、
西
南
海
東
が
屡
々
議
墳
を
犯
す
を
遜

〈
目
し

τ倭
窓
ご
な
す
、
昔
し
宜
講
を
奉
じ

τ彼
土
の
詳
を
創
る
に
、
そ
の
海
冠
を
目
し
て
名
づ
け
て
破
帆

εν

。。

ひ
一
に

h
p波
Z
い
ふ
、
彼
探
〈
此
を
恥
づ
ピ
も
見
b
τ
を
る
。
こ
れ
に
肉
る
E
.
j
』

y
u支
那
人
か
ら
の
稀
呼

l叱 刑 匂
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四
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四
九
九

日
本
で
の
名
稀
の
や
う
に
も
見
え
る
。
郎
も
語
源
か
ら
云
へ
ば
漢
語
で
あ
っ
て
も
日
本
人
自
身

の
命
名
の
や
う
に
取
っ

τし
ま
っ
て
あ
る
。
但

L
r
r
(
Lら
な
み

H
盗
賊
)
の
文
字
を
併
記
し
た
の
は
俊
一
昔
上
用

で
は
な
(
し
て
、

例
上
共
に
縁
が
遠
い
己
思
は
れ
る
。
入
幡
も
破
帆
も
官
伊
ロ

E
-菅
じ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
j
ρ
y
E
い
ふ
昔
に
該

嘗
す
る
ニ
正
は
近
古

ω号
音
例
に
準
じ
て
わ
か
る
。
語
頭
の
三
行
一
音
を
バ
に
畿
菅
す
る
例
は
、
葡
語
の
同
】
胸
骨
内
を

バ-一
7

v

y
正
し
た
こ
ご
で
も
わ
か

h
、
国
語
の
A

行
一
官
は
常
時
お
し
な
ぺ
て
F
で
あ
っ
た
こ
Z
は
周
知
の
事
賞
で

ゐ
る
。
然

L
r
rに
至
つ
て
は
音
は
冨
冨
に
近
〈
バ
片

Y

に
は
速
い

L、
意
味
も
卑
健
で
な
い

o
r
wの
文
字

は
支
那
の
防
御
間
軍
が
軽
蔑
し
て
倭
冠
般
仁
附
け
た
文
字
正
し
か
忠
は
れ
凶
。
成
科
倭
冠
般
は
破
れ
帆
の
醜
き
紋
服

で
沿
岸
を
荒
掠
し
て
ゐ
た
ら
う
り
れ
刊
と
も
、
命
名
の
心
理
上
か
ら
V
ふ
ご
入
幡
の
文
字
を
其
催
積
ん
H
h
z
見
る
方

が
極
自
然
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
色
目
。
畿
品
目
の
上
が
ら
見
て
も
八
幡
な
ら
ば
、
漸
江
の
寧
波
一
孟
一
目
で
4

令
官
同
自
で

、

，

、

，

ァ

，

A

留

ν
'
P

あ
る
o
舵

W
の
方
で
あ
る
己
、
寧
波
音
で
は
出
数
日
昔
で
唱
。
z
p
ロ
ぜ
な
る
o

倭
冠
闘
係
の
繭
朝
卒
擁
録
中
の
文
字

に
も
あ
る
白
番
鬼
巣
番
鬼
の
町
山
首
ド
す
る
え
寧
波
音
の
『
島
ロ
正
な
る
か
ら
バ
F

V

J

に
最
も
近
h
u
o

然
仁
八
幡

ア

ン

シ

ヤ

タ

9
と
な
命
名
に
己
白
然
に
設
明
が
つ
〈
。
黒
番
鬼
が
昆
山
市
・
奴
で
白
番
鬼

が
日
本
西
南
島
夷
に
正
す
れ
ば
町
宮
の
文
字
で
も
解
蒋
が
つ
〈
り
れ

Y
」
色
、
事
質
上
の
根
譲
は
入
昨
の
方
仁
強

い

o配
W
は
言
語
一
挙
に
所
一
謂
一
震
源
俗
解
〈

OEoq自
己

o区
内
仁
過
ぎ
な

ν、
真
正
の
語
源
を
釦
ら
両
者
が
後
か
ら

の
方
が
現
質
的
印
象
的
な
、

附
曾
し
た
解
蒋
で
あ
ら
う
ご
な
は
思
ふ
。
か
〈
の
如
〈
に
し

τ忍
は
醤
奈
の
入
幡
設
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
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第
二
十
-
容

議

論

A 

バ
ρ

ン
ご
い
ふ
語
の
最
古
の
出
典
M
V

嘉
靖
四
十
三
年
永
鵡
七
年
の
日
本
一
鑑
で
あ
る
正
す
れ
ば
、
命
名
は
も
っ
一
ご

古
い
こ
己
仁
な
る
o
嘉
靖
の
初
年
仁
も
上
h
ノ
或
は
正
徳
ま
で
も
遡
h
，
得
る
で
ゐ
ら
う
。
即
ち
我
が
氷
正
天
文
聞
に

俊
し
た
ご
も
見
ら
れ
ぬ
こ
ピ
は
あ
る
ま
い
。

き
て
バ
』
ン
の
請
が
元
職
時
代
ま
で
は
賂
々
原
義
を
失
は
?
に
用
ゐ
ら
れ
た
ニ
正
は
上
過

ω如
〈
で
あ
る
が
、

徳
川
巾
期
以
後
は
官
官
町
の
義
じ
槽
じ

τし
ま
っ
た
こ
ご
は
・
時
勢
の
襲
還
に
件
よ
語
義
の
鱒
化

ω
一
例
記
し

τ

甚
だ
面
白
い
正
思
ふ
。

徳
川
賞
紀
鵬
軒
目
有
徳
会
紀
附
録
三
に
「
享
保
二
年
よ
り
三
年
に
い
た

h
長
崎
ぢ
か
き
一
昨

上
に
ゐ
や
し
き
舟
見
え
し
・
』

Z
あ
b
し
が
、

。
。
、
、
、
、
.
、

い
か
に
も
海
賊
の
模
し
て
名
を
ば
入
幡

t
v
ふ
よ

L
つ
げ
き
柁
れ

h
」
ご
あ
る
文
句
の
中
の
バ

ρ

y
は
海
賊
ご
い
へ
ば
海
服
、
密
貿
易
者
Z
み
札
ば

Z
う
も
見
え
る
J

毛
剃
九
右
衛

門
の
如
き
も
丁
度
そ
れ
に
嘗
る
で
あ

ιぅ
。
家
財
な
海
賊
的

ω所
行
己
卑
劣
な
密
貿
易
の
作
業
正
は
、
一
公
正
で
な

い
振
舞
だ
正
い
ふ
駄
に
於
て
相
一
致
し
、
而
し
て
貿
易
品
を
私
す
る
所
業
だ
ご
い
ふ
期
が
同
じ
で
あ
る
が
ら
、
意

味
の
融
品
目
相
通
は
自
然
な
わ
げ
で
あ
る
。

明
和
元
年
柴
野
栗
山
が
編
L
後
年
出
版
苫
れ
た
雑
字
類
編
ヰ

。。

に
は
好
関
ご
い
ム
熟
語
に
バ

ρ
y
Z
も
ヌ
ゲ

正
も
隔
操
仁
振
般
名
し
て
あ
る
。

川
部
旦
部
共
に
人
事
に
沙
る
語
集
の
う
も
に
古
う
出
て
ゐ
る
。
名
物
六
帖
人
事

筆
ニ
跡
目
仰
の
中
に
は
、
同
じ
熟
語
を
唯

Z
;一
己
振
仮
名

Lτ
バ
A
V
E
-
は
附
付
て
な
い
。
出
典
仁
は
史
記
旬
奴

。。

侍
を
引
い
1

て
あ
る
。
卸
も
漠
使
馬
邑
の
下
人
が
旬
奴
正
の
交
易
の
僚
に
軒
繭
の
字
の
使
つ

τあ
る
G

古
い
w

成
語
で



に
は
J

ρ

y

は
す
ぺ
て
密
貿
易
の
意
味
の
み
に
使
は
れ
、

往
年
の
海
賊
の
語
義
を
全
〈
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
化

あ
る
。
索
隠
に
は
恥
ト
酔
の
二
字
を
用
ゐ
犯
禁
私
山
刷
物
弘
正
ゐ
る
。
文
化
以
後
の
和
蘭
俳
書
及
び
幕
末
の
洋
一
訪
秘
書

五
年
勝
林
の
謬
鍵
に
は
醐
語
の

ω
-
E
F
E

一日r
m『
を
叫
魚
耐
問
ご
課
し

ω自
orrm]
告
を
姦
商
す
れ
却
ご
誇
し
、

文
化
十

年
仁
成
っ
た
ド
1

フ
課
長
崎
』
片
7

を
四
十
年
後
刊
行
し
た
和
蘭
・
千
葉
に
は
同
じ
蘭
訴
を
密
貸
す
る
芭
誇
L
、
註

を ι
買て
ふ「
畠是

iili は
ご製
ι 禁
し の
て

も
あ

0) 

もを
買

文》

4Z古
半日
干IJ ， 
行三
ρ} 、

中主E
r!t 上
藩出
主す
奥事
司1 を
品型
高 L

内
の々
蘭 t

言語 芸

評物
T主
はヱ
苦:也
可 Lで

" <:: 
er a、
E う
互て

を股
好"税
臥lン品

ピ
剤
師

L
、
京
都
の
辻
蘭
室
も
蘭
語
入
築
腕
町
一
に
於

τも
同
じ
原
語
に
同
じ
課
苧
佐
施
し
た
。
こ
れ
は
前
書
か
ら
其

傭
採
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
文
化
十
二
年
の
向
序
あ
る
京
都
の
庚
川
の
蘭
例
節
用
集
に
は
配
配

ω文
字
の
右
傍

。

。

。

。

。

。

。

:

ー

ー

仁
ば
は
ん
ご
振
仮
名
し
、
左
傍
に
白
り
う
り
ど
記
る
し
加
へ
た
。

一
入
三

O
年
天
保
元
年
め
j

タ
ザ
ヤ
版
の
石
印

本
英
和
及
和
英
僻
典
の
和
英
の
部
に
は
j

ρ

ン
に
英
語
の
叶
Q

印
門
戸
口
四
四
庁
を
充

τ、
あ
ら
、

年
の
露
郡
出
版
の
橘
耕
婦
の
和
魯
過
言
比
考
に
は
、
バ

P

V

に

r
wの
こ
字
を
用
ゐ
、
露
語
一
で
コ

y
ト
一
フ
バ
ン
ド

(
密
資
)
を
ゐ
て
た

orwω
二

百

害

事

に

由

っ

た

も

の

で

、

ヂ

5
1
1
v及
ホ
プ
マ

Y

の

ま

に

パハ
Y
グ
キ

基
い
た
も
の
で
め
ら
う
己
考
へ
ら
れ
る
o

高
延
元
年
評
者
の
序
あ
る
繭
語
論
者
の
増
訂
革
英
一
辿
語
に
は
、
私
雄
舶

に

Eznzz毛
ツ
グ
-
一
フ
戸
、
走
拾
に

ω
E
C
柱
。
ス
毛
叶
ノ
グ
ル
を
該
蛍
さ
せ
た
U

こ
の
書
は
支
那
で
成
豊
四
年

一
八
五
七
年
安
政
四

(
安
政
二
年
)
に
作
っ
た
・
ア
書
を
編
曙
伴
氏
が
邦
課
し
た
も
の
で
る
o

へ
ポ
ン
の
和
英
語
林
集
成
ご
入
六
七
上
海
版
)

論

叢

j¥ 
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(
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七
) 
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1ト

論

議

λ. 

幡

船

考

第
二
十
一
巻

(
第
四
鵠
=
一
八
)
五

O
ニ

に
色
、

E
E
Z
-
L
b
q〉
議
ω
自
ロ
在
日
四
国
各
自
由
E
u
な
ど
、
出
だ
し
陀
忠
弘
町
ご
し
て
耕
一
郎
一
す
い
よ
語

を
附
加
へ
た
。
明
治
時
代
に
入
h
て
は
、
大
槻
氏
の
言
海
に
は
、
バ
』
ン
の
語
源
考
は
入
幡
設
を
採
h
、
語
義
正

L
て
、
「
商
般
の
圃
禁
を
犯
し
て
外
国
に
渡
る
こ
E
」
吉
報
L
た
の
は
古
き
用
例
に
は
合
は
な
い
I

。

「
時
じ
て
密
資

買」

E
い
ひ
、
長
崎
の
用
語
ご
し
て
ヌ
ケ
ア
キ
ナ
ヒ
の
意
ピ
し
て
好
闘
の
語
を
宛

τた
の
は
至
鴬
で
ゐ
る
。
上
回

松
井
一
氏
の
大
日
本
同
商
僻
典
仁
は
、
言
海
仁
於

τ第
一
義
正

L
た
片
町
酢
舵
の
意
味
「
、
同
じ
f
第
二
義
ご
し

た
密
貿
易
の
外
に
、
倭
官

ω意
味
を
最
始
に
置
い

h
。
私
は
こ
の
二
大
能
書
に
於
て
何
故
に
市
防
の
意
味
を
掲
げ

な
か
っ
た
か
を
怪
む
。
密
航
の
意
味
の
用
例
を
私
は
未

r調
目
、
な
い
け
れ
ど
も
、
存
在
L
得
た
こ
ご
ど
は
信
宇
る
。

二
の
由
緒
深
き
一
語
を
見
逃
が
し

τ整
載
し
な
か
っ
た
の
は
惜
し
ピ
』
ぜ
で
あ
っ
た
。

日
本
外
来
語
僻
典
が
、

以
上
な
は
煩
績
の
鎌
ひ
あ
る
ま
で
に
バ
川

y
の
語
及
文
字
の
出
典
語
原
及
び
語
義
の
畿
遜
を
致
究
L
た
が
‘
先

出
の
語
原
考
は
明
治
以
来
の
挙
者
殆
ど
皆
入
幡
裁
に
従
っ
て
を
る
か
ら
一
々
患
げ
な
か
っ
た
。
猫
立
の
事
項
正
し

て
傑
出
し
た
腕
究
で
は
、
闘
史
大
僻
典
(
明
治
四
十
一
年
)
、
日
本
百
科
大
僻
典
(
大
正
六
年
叫
脚
崎
州
)
な
ど
が
主

要
な
も
の
で
あ
ら
う
が
、
菅
沼
貞
瓜
の
大
日
本
商
業
史
(
明
治
二
十
五
年
)
日
本
海
上
史
論
(
同
四
十
四
年
)
中
の
渡

遁
世
一
脇
氏
の
講
演
な
Y
」
も
会
考
に
資
せ
ら
れ
る
。
語
原
考
に
閲
す
る
長
沼
氏
の
異
説
己
後
藤
氏
の
駁
論
ピ
は
、
私

の
本
論
中
に
胸
れ
ロ
過
ち
で
あ
る
が
、
辻
善
之
助
氏
が
海
外
交
通
史
話
(
大
正
六
年
)
中
の
一
文
「
壁
面
秀
吉
の
南
方

経
傍
」
(
明
治
四
十
四
年
)
に
引
用

L
私
も
上
に
借
用
し
た
加
藤
前
正
文
書
の
中
に

r
r
r町
賞
t
あ
る
文
句
を
精

し
て
極
〈
入
幡
町
私
貿
易
ご
略
説
品
れ
た
の
は
誤
解
の
憂
が
あ
ら
う
か
ご
思
ふ
。
(
大
正
十
四
年
九
月
七
日
稿
了
)


